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ム卒業・修了生1,742人に告辞する時濠学長（富山市芸術文化ホール）

1 3月のトピックス ｜
く）7日 平成12年度入学者選抜個別学力検査

（前期日程）の合格者を発表

議選！！！寝室温箇醤機関臨時
:Im窃鰹踏踏襲 ；IU

ム胴上げされる喜びの合格者（学生部前）

く）24日 平成11年度学位記授与式を挙行

（題字 時津 貢 学長）

第423号

（平成12年3月号）

く）9日 独立行政法人化問題研究特別講演

会を開催
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ム講演する宮脇 淳 北大法学部教授（黒田講堂会議室）
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平成11年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行

一学士1,484人， 修士246人， 博士12人計1,742人が旅立つ－

平成11年度富山大学学位記授与式が， 3月24日幽午前

11時から富山市芸術 文化ホールにおいて挙行され， 総数

1,742人が新たな旅立ちを迎えました。

式に先立ち， 富山大学 フィルハー モニー管弦楽団によ

る「威風堂々」 （エルガ一作曲） 及び「ラ デッキイ一行

進曲J （ヨハン・シュ トラウス作曲） の 2曲の演奏と，

富山大学合唱団による「富山大学歌」 （菊池靖雄作調，

森川勝彦作曲） の合唱があり ， 式場を落ち着いた雰囲気

に させました。

式では， 関係部局長並びに名誉教授5人が列席する中，

時i畢学長から， 人 文学部代表の松井智之君をはじめとし

て各学部及び大学院の各研究科代表13人に学位記が授与

されました。

｜ 学位記授与式における 学長告辞 （全文） ｜ 
永かった冬の寒 さも緩み， 早春のこの佳き日に平 成11

年度学位記授与式を迎えることは， 本学にとって誠に慶

びにたえません。 この栄えある門出を祝し， ご列席いた

だきましたご来賓， ご家族ならびに教職員各位に対し心

からお札を申し上げます。

た だ今学士1 ,484名， 修士246名， 博士12名， 総数1,742 

名に学位記を授与しました。内留学生49名が含まれてい
ます。

諸君の輝く栄光をお祝い申し上げると共に， この日を

心待ちにしておられたご家族の方々の深い愛情とご努力

に対し敬意 を表するものであり ます。

また． 本日卒業並びに修了 された49名の留学生の諸君

は， 我が国で難しい日本語を学びながら学問の教授に耐

えられ精進 されました。 これまでの努力に対して心から

賞賛いたします。 今後は， さらに日本において研究に従

事し， また就職し， あるいは帰国する諸君もいると思い

続いて， 時津学長が「現実の社会は厳しいが， 各自が

しっかり とした考えで将来を見通し， 創造的思考力を発

揮すれば， すばらしい未来が聞かれる」旨告辞し， 静粛

な うちに式を終了しました。

また， 式場前では， 小雨がちらつく 中， 大勢の学生が

集まり ． 先輩に花束を手渡したり ， 胴上げをするなどし

て門出をネ兄っていました。

企 理学部代表 竹島 貴子さんに 学位記を授与

ます。 これからも富山 県 民の方々との思い出を大切 に さ

れると共に， 教職員や友人との旧交を暖め， お国のミニ

大使として活躍していた だけることを期待しています。

本日は， 卒業生， 修了生諸君にとって人生における大

きな節目の一つであり ， 前途は大きな希望と可能性に満

ちていると思います。 授与 された「学位記J は社会人と

しての教養と学識を有し， 国家のため， 人類の幸せのた

めに貢献することを菩 う証しであり ます。 大学で学ん だ

教養は， 豊かな感性， 強い意 志， 暖かい人間性を育 み，

より 良い人間関係を築く礎えとなるものであり ． 社会人

として極めて大切であり ます。 これからの21 世紀は国際

競争力の強化が求められる一方， 世界規模での人類の共

存， 共栄をはからなければなり ません。 そのためにも実

力と豊かな人間性を具備した国際的に通用する信頼関係

を培っていくことが必要です。

昨年富山大学は創立50周年を迎えました。 この間数万

名に及ぶ卒業生． 修了生を， 富山 県 はもとより 全国に送

り 出し， 今日， 社会の各界， 各層の要職にあってご活躍

-3 -



平成12年4月発行 学

され， 産業・経済・ 文化の発展に貢献 されていることは

本学の誇り とするところです。

私たちの未来は， 少 子化・高齢化の進展， 情報 化， 環

境問題， グ ローパリゼーションへの対応など さまざまな

課題を抱えています。 だからこそ過去の失敗や挫折から

学び， より よいス ローガンと コンセプ トのもとに懸命な

知恵の創造をはからねばなり ません。 社会情勢が目まぐ

るしく変化する今日， 大学に課せられた改革の嵐は大き

な うねり となり ， 今押し寄せてきており ます。 そこで本

学では昨年の 3 月富山大学の更なる発展の道標となる

「富山大学の理念」を決定し， 現在その理念の具体化に

向けた将来計画の作 成に取組んでいるところです。

富山大学の理念の 5 つの柱は

一． 生命を尊重する共生の精神

二． 社会と共栄する学術研究の推進

三． 豊かな人間性と創造性を培 う教育

四． 地域社会や国際社会への貢献

五． たゆまざる自己啓発・自己改革

であり ます。

昨年の創 立 50周年記念を契機に， 教職員一人一人がこ

の新たな理念のもとに心を一つにし， その目標達 成 に向

けて日々精進することにより 新しい世紀の更なる発展に

寄与する所存です。 諸君も． これから社会人として生き

てゆくためには， 大きな責任を果たす必要があり ます。
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このことは決して容易ではあり ません。 諸君が旅 立つ現

実の社会は極めて厳しいと言わざるを得ません。 日本の

政治 ・経済は混迷の 中で厳しい財政施策の見通しも未だ

定かでなく， 国立大学においても独 立行政法人化など数

多くの課題もあり ます。 しかし， 私たちは， このよ うな

厳しい不安定な社会状況であるだけにむしろ幸せを求め．

各自がしっかり した考えの 中で将来を見通し， 不断の努

力により 創造的思考力を発慢すれば素晴らしい未来が関

かれると思います。

－世の 中で一番すばらしいことは「生涯貫く仕 事」を持

つことです。 また，

・幸せとは「未来に対して希望を持つ願い」と「自分を

超えた大いなる存在を発見した感謝」の循環による自 立

活動です。

卒業生・修了生の諸君， 本学で学び， 今後いかなる分

野の仕 事に就き， 世界の何処に赴任 されても， 富山大学

の同窓生です。 この 事実を胸に， 誇り を持ち， また心身

の健康に留意 され， 諸君の人生の明るい未来が限り なく

開けていくことを心から期 待し， また一層の研讃と活躍

を祈念して告辞とします。

平成12年3月24日

富山大学長 時 津 貢
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（法 律）

0 国 家 公務員等の旅費に関する法律の一部を改正する

法律 （17) （ 平成12. 3 . 31 官報号外特6号）

0 国家公務員共済組合法等の一部を改 正する法律 （21)

（ 向上）

0 教育職員免許法等の一部を改 正する法律 （29) （同

上）

（政 令）

0 国家 公務員共済組合法施行令の一部を改 正する政 令

(73) （ 平成12. 3 . 17 官報号外第 50号）

0 予算決算及び会計令の一部を改 正する 政令(126)

（ 平成12. 3 . 29 官報号外第60号）

0 日本育英会法施行令の一部を改 正する 政令(129)

（ 向上）

0 著作権法施行令の一部を改 正する政令 （130) （ 向上）

0 核原料物 質， 核燃 料物 質及び原子炉の規制に関する

法律施行令及び放射性同 位元素等による放射線障害の

防止に関する法律施行令の一部を改正する政令(133)

（ 向上）

0 特定化学物 質の環境への排出量の把握及び管理の改

善の促進に関する法律の施行期日を定める政令(137)

（ 向上）

0 特定化学物 質の環境への排出量の把握及び管理の改

善の促進に関する法律施行令(138)（同上）

0 国家公務員共済組合法施行令等の一部を改正する 政

令(182) （ 平成12. 3 . 31 官報号外特6号）

（省 令）

0 学校教育法施行規則の一部を改 正する省令 （ 文部9) 
（ 平成12. 3. 9 官報第282 5号）

0 学校図書館施行規則等の一部を改正する省令 （同16)

（ 平成12. 3 . 16 官報第2830号）

0 教科書の発 行に関する臨時措置法施行規則の一部を

改 正する省令 （同18) （ 平成12. 3 . 17 官報第2831号）

0 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律施行規則の一部を改 正する省令（同19)（ 向上）

0 国家公務員共済組合法施行規則の一部を改正する省

令 （大蔵13)（ 平成12. 3 . 17 官報号外第 50号）

0 教育職員免許法施行規則 等の一部を改 正する省令
（ 文部21)（ 平成12. 3 . 27 官報第2836号）

0 学校基本 調査規則等の一部を改正する省令 （同22)

（ 平成12. 3 . 27 官報号外第 57号）

0 青少 年及び成人の学習活動に係る知識・技能審査 事

業の認定に関する規則 （同2 5) （ 平成12. 3 . 29 官報

号外第60号）

0 スポーツ指導者の知識・技能審査 事業の認定に関す

る規程（同26) （同上）

0 国家 公務員等の旅費支給規程の一部を改 正する省令

，（ 大蔵43)（ 平成12. 3 . 31 官報号外特6号）

0 国家公務員共済組合法施行規則の一部を改正する省

令 （同45)（ 向上）

（規 則）

0 人 事院規則 8-18 （採用試験） の一部を改 正する人

事院規則 （ 人 事院8ー18-14) （ 平成12. 3 . 1 官報

号外第37号）

0 固と民間企業との聞の人 事交流に関する法律（ 平成

11年法律第224号） の施行に伴 う関係人 事院規則の整

備に関する人 事院規則（同 1 -27) （官報号外第 52号）

0 人 事院規則21- 0 （固と民間企業との聞の人 事交流）

の一部を改 正する人 事院規則 （同21- 0 - 1 ) （同上）

0 交流基準（同21- 1 ) （ 向上）

0 人 事院規則 9-49 （ 調整手当） の一部を改 正する人

事院規則！J （同 9-49-14) （ 平成12. 3. 27官報第お36

号）

（告 示）

0 地域生涯学習振興基本構想の承認に当たっての基準

の一部を改 正する件（ 文部・ 通 産 1 ) （ 平成12. 3 . 

27 官報第2836号）
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第7回附属図書館商議会 （ 3月7 日）

（審議事項）

(1) 平成12年度附属図書館開館日程について

(2) 平成13年度歳出概算要求について

(3) 規則等の改正について

第9回水素同位体科学研究センター運営委員会

( 3月8日持ち回り）

（審議事項）

(1) 平成13年度歳出概算要求について

(2) 平成13年度国立学校施設設備概算要求について

(3) 非常勤講 師（客員教授） の任用計画について
(4) 非常勤研究員の任用計画について
(5) 職員の併任について

第9回数糞教育委員会 （ 3月10日）

（審議事項）

(1) 平成11年度教養教育経費の執行について

(2) 平成12年度教養教育におけるティーチン グアシス
タントの利用について

(3) 平成12年度教養教育非常勤講 師任用計画の一部変

更及び資格審査について

(4) 富山大学教養教育実施機構内規について
(5) その他

第4回生涯 学習教育研究センター運営委員会 （ 3月10日）

（審議事項）

(1) 次 期センター長候 補適任者の選考について

(2) その他

第4回総合情報処 理センター運営委員会 （ 3月10日）

（審議事項）

(1) 次 期センター長候 補適任者の選出について
(2) その他

第20回将来計画委員会 （ 3月14日）

（審議事項）

(1) 本学の将来構想・特色について

(2) その他

-6ー

第12回事務協議会 （ 3月14日）

（協議事項）

(1) 事務協議会 規則の制定について

(2) その他

第6回部局長会議 （ 3月17日）

（議 題）

(1) 平成12年度新任教員説明会の開催について

(2) その他

第18回評議会 （ 3月17日）

（審議事項）

(1) 富山大学就職委員会 規則の制定について

(2) 富山大学機器分析センタ一規則の制定について

(3) 富山大学機器分析センター のセンター 長及び教員

選考規則の制定について

(4) 富山大学機器分析センターの設置に伴 う関係規則

等の整理に関する規則の制定について

(5) 富山大学教育学部附属教育実践総合センタ一規則

の制定について

(6) 富山大学学則の一部改 正について

(7) 富山大学人 文学部規則の一部改正について
(8) 富山大学教育学部規則の一部改正について

(9) 富山大学経済学部規則の一部改 正について

側 富山大学理学部規則の一部改正について
。1) 富山大学工学部規則の一部改 正について

凶 富山大学人 文学部教授会規則の一部改正について
(13) 富山大学教育学部教授会規則の一部改 正について
(14) 富山大学経済学部教授会規則の一部改 正について

同 富山大学理学部教授会規則の一部改正について

同 富山大学工学部教授会規則の一部改正について

同 富山大学大学院経済学研究科規則の一部改 正につ

いて

(18) 富山大学大学院理工学研究科規則の一部改 正につ

いて

(19) 富山大学大学院理学研究科規則及び富山大学大学

院理学研究科委員会 規則の廃止について

側 富山大学附属図書館利用規則の一部改正について

ω 富山大学保 健管理センター 規則の一部改 正につい
て
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ω 富山大学保健管理センターの所長及び教員選考 規

則の一部改正について

凶 学生の除籍について

凶 その他

第21固将来計画委員会（ 3月 21日）

（ 審議 事項）

(1) 本学の将来構想、・特色について

(2) その他

第10回数養教育委員会（ 3月2 1日）

（ 審議 事項）

(1) 教養教育実施副機構長の推薦について

(2) その他

ミJ

第5回総合情報処理センター運営委員会（ 3月 2 1日）

（ 審議 事項）

(1) 次年度利用負担金 の問題について

(2) 次 期情報システム仕様について

(3) 平成 13年度歳出概算要求について

(4) その他

第19回評議会（臨時） ( 3月22日）

（ 審議 事項）

(1) 学内捜索について

[!) 
平成12年度入学者選抜個別学力検査（後期日程）を実施

一前期日程， 後期日程等の合格発表も無事に終了一

平成 12年度入学者選抜個別学力検査（ 前期日程） 及び

私費外国人留学生特別選抜の合格発表が， 3月 7 日 午後

4 時に特設掲示板とホームペー ジにおいて行われ， 1,078

人に合格通知が送付 されました。

続いて3月 13日には， 後期日程の学力検査等が 各学部

検査場において実施 され， 志願者2,444人の うち 1, 268人

が受験しました。 合格発表は， 3月2 1日午後4 時特設掲

示板とホームペー ジで行われ， 429人に合格が通 知 され

ました。

両 日程の合格者の入学手続きは， 前期日程が 3月 14,
1 5日に， 後期日程が 3月 27日にそれぞれ行われ， 入学手

続締切日において欠員を生じた学部・学科・課程では，

28日以降に追加合格による欠員補充が実施 されました。

なお， 両 日程， 推薦入学及び帰国子女・社会人特 別選

を合わせた志願， 受験， 合格及び入学状況は巻末資料に

記載しであり ます。

企検査開始を待つ受験生 （経済学部検査場）
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異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 n合ムヲ

昇 任 12. 3 . 16 奥野 芳明 学生課総務係長 学生課課長補佐
退 職 12. 3 . 31 大場 克晃 工学部事務長補佐 定年退職

，， 野尻i孝喜夫 庶務部企画室専門職員 11 

，， 高森 註 教育学部専門職員 。

，， 金田 稔 経理部経理課車庫長 ，， 

，， 森田 憲治 経理部経理課副車庫長 ，， 

，〉 高田 正道 経理部経理課副車庫長 ，， 

イシ 東山 明信 教育学部附属学校副車庫長 ，， 

退 職 12. 3 . 14 松井 輝代 臨時用務員 （ 教育学部炊婦） 平成 12年3月13日限り 退職
，， 堰免 芳子 臨時用務員 （ 教育学部炊婦） ，， 

，， 仲谷千鶴子 臨時用務員 （教育学部炊婦） ，， 

12. 3 . 31 高瀬久美子 事務補佐員 （ 庶務部庶務課） 平成 12年3月 30日限り 退職
，， 前田 洋美 事務補佐員 （ 庶務部庶務課） ，， 

，， 横江 厚子 事務補佐員 （ 庶務部企画室） ，， 

。 増田 信子 事務補佐員 （ 庶務部企画室） ，， 

イシ 浅畑美香子 事務補佐員 （ 庶務部企画室） ，， 

今 太田 昭子 事務補佐員 （ 庶務部企画室） 。

。 榎 明美 事務補佐員 （経理部経理課） ク

。 花田 博子 事務補佐員 （ 施設課） 。

今 西野 英子 事務補佐員 （ 学生課） 。

，， 田島 順子 事務補佐員 （ 厚生課） 1, 

dシ 山ノ下久美子 事務補佐員 （ 留学生謀） 1, 

，， 藤野敏子 事務補佐員 （人文学部・理学部） ,,. 

イシ 中三川英知子 事務補佐員 （人文学部・理学部） ，， 

4シ 三浦みより 事務補佐員 （教育学部） ，， 

，， 柿谷紀代子 事務補佐員 （ 工学部） ，， 

。 五十嵐仁子 事務補佐員 （ 総合情報処理センター） ，， 

苦手 職 12. 3. 31 上野 隆三 助教授 人文学部 辞 職
,,. 市 川 文彦 助教授 教育学部 か

。 松井 暁 助教授 経済学部 ，， 

Rシ 川 原田 淳 助教授 工学部 ，， 

。 室 進一 講 師 生涯学習教育研究センター ，， 

4シ 小山 博子 文部技官 工学部 ，， 

。 長原 好成 教 諭 教育学部 （附属小学校） ，， 

，， 中 川 慎一 教 諭 教育学部 （附属小学校） ゐ

，， 山口由美子 養護教諭 教育学部 （附属小学校） 死〉

，， 大房 龍雄 教 諭 教育学部 （附属 中学校） ，， 

，， 蟹谷 茂昭 教 諭 教育学部 （附属 中学校） ，， 

，， 高野 久子 教 諭 教育学部 （ 附属養護学校） 。

，， 泉渓 正十 教 諭 教育学部 （附属養護学校） ，， 

，， 安田里美子 教 諭 教育学部 （附属養護学校） ，， 

，， 堅月 I告 教 諭 教育学部 （ 附属養護学校） ，， 

，， 横山 洋子 教 諭 教育学部 （附属幼稚園） ，， 
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外国人留学生日本語研修コース第1期修了式を挙行 一留学生センターー

留学生センターは， 3月3日 事務局大会議室において，

時津学長をはじめ関係部局長及び関係指導教官列席のも

と， 外国人留学生日本語研修 コース第 1 期修了式を挙行

しました。

式では， 塩津センター長が第 1 期生 5 人 （男性3 人，

女性 2 人。 うち女性 1 人は帰国 中のため欠席） に修了証

書を授与し，「研修を活かし留学目的を達 成してほしい」

旨式辞を述べました。

続いて， 時浮学長から「母国と日本の交流の橋渡しと

して活躍願いたい」旨挨拶があり ， 来賓の本田 昂富山

医科薬科大学副学長からは「国際交流のパ イ オニアになっ

てほしい」と祝辞があり ， 新たな留学生活のスター トを

祝いました。

最後に， 第 1 期生の一人一人から修得した日本語で答

辞があり ， 本学経済学部に進学するホン・ イ ・ イン グ さ

ん （マレイシア） は「専門に進んでからもがんばり たい」

と挨拶しました。

企答辞するホン ・イ ・ イングさん

退官記念最終講義を実施 一理学部一

本年3月末を以て退官 される教授の最終講義が理学部

で行われ， 多数の学生， 教職員， O Bが出席し． 終始熱

心に聴講しました。

企 理学部 西村 格 教慢

日時；3月9 日 15時から

場所，理学部10 番教室

題目；「草原の砂漠化とは？」

ーぶらつと 中国一人旅一

企 理学部 菅井 道三 教捜

日時；3月6 日 15時から

場所；理学部10番教室

題目；過ぎ去り し日々

一出合いとふれ合いー
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独法化問題研究特別講演会を開催
一宮脇 淳 北海道大学教授が講演－

3月9 日， 黒田講堂において， 国立大学の独 立行政法

人化問題の研究に資するため特別講演会が開催 され， 宮

脇 淳北海道大学法学部教授から「独 立行政法人化問題と

大学経 営についてJ と題した講演があり ました。

会場の会議室は約120人の教職員でいっぱいとなり ，

時津学長から「大学の財政がどう変わるのかを説明いた

だき， 今後の 参考としたいjと挨拶があり ました。

宮脇教授は， 総務庁長官の下に置かれた「独 立行政法

人会計基準研究会」がまとめた報 告書を基に， 「この会

計制度は官民の中間をいく新しいものであり ． 中期計画

が重要となる」と説明し， さらに 「今考えられている基

準は国立大学を想定していない。 国立大学に適した会計

制度を考えていく必要がある」と強調 されました。

講演終了後， 質問が相次ぎましたが， その都度宮脇教

授から的確な説明があり 出席者からは今後の検討に 十

分活用できるとの声が多く， 有意義な講演会となり まし

た。

宮脇教授は． 財政法， 行政法が専門分野で， 国 立大学

協会第一常置委員会専門委員として国大協「中間報告」

の策定に 携わったほか， 上記の「独 立行政法人会計基準

研究会jの一員として報告書のまとめに 参画 されていま

す。

企熱心に聴講する教職員

退職者を囲む懇談会を開催

平成11年度に定 （停）年及び勧奨により 退職 される方々

を囲む懇談会が， 3月1 6日午後4 時から 事務局大会議室

において開催 されました。

懇談会では， 時津学長から退職予定者一人一人に記念

品が贈呈 され， 続いて本学において永年にわたり 精励 さ

れたことについて謝辞があり ました。 これに対し， 退職

予定者を代表して加瀬正二郎教 育学部教授から謝辞があ

り ， 記念撮影が行われました。

企退職者を代表して加瀬教育学部教授が．謝辞

その後， 会場を小会議室に 移して懇親会が催 され， 和や

かな雰囲気の中， 古き良き想い出に 話が弾んでいました。

なお， 懇談会に出席 された退職予定者は次のとおり です。

庶 務 部 文部 事務官 野 尻 津喜夫

経 理 部 文 部 技官 金 田

文 部 技官 森 田 憲 治

文 部 技官 高 田 正 道

教 育学部 文 部 教官 瀧 浮 ヲム
文 部 教官 加 瀬 正二郎

文 部 教官 栗 原 幹 夫

文 部 教官 杉 本 啓 郎

文部 事務官 高 森 吾白疋目

文 部 技官 東 山 明 信

理 学 部 文 部 教官 菅 井 道 三

文 部 教官 西 村 キ各
工 学 部 文 部 教官 新 井 甲

文 部 教官 品 川 不二雄

文部 事務官 大 場 克 晃

（以上1 5名）
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外部評価委員会を開催 ー 工学部一

工学部は， 3 月23日， 学部改革の在り 方を探るため，

県内外の研究者や企業の有識者を招き， 初の外部評価委

員会を同 学部大会議室で開催しました。

はじめに宮下工学部長から挨拶があり ， 続いて， 同 学

部・学科の改組充実の方策や同 学部の理念・ 目標につい
て総括説明が行われました。引き続き， 各学科長からそ

れぞれの学科の特色等について説明があり ， 質疑応答に

入り ました。

委員からは， 研究面について「ほかの大学とどこが違

うのか， みえてこないJ，「特徴ある研究で他の大学と差

別化を」等の意見が出 されたほか， 教育面では「学生に

よる授業評価をJ，「外国人教員を入れて語学教育を充実

すべき」との意見があり ました。

企活発な意見カ官、出された外部評価委員会

工学部では， 各委員からの提言及び外部評価アンケー

トの回答を基にして， 今後， 学部運営や学部教育等の改

革に取り 組む予定です。

なお， 工学部外部評価委員に就任 された方々は， 次 の

とおり です。

（学識経験者）

委員長 林 勇二郎 金沢大学長

委 員 片岡 邦夫 神戸大学副学長
，， 真 田 雄三 北海道大学名誉教授
，， 架谷 昌 信 名古屋大学理工科学総合研究セン

ター長
。 増本 健 財団法人電気磁気材料研究所所長
。 松村 文夫 石川工業高等専門学校長
。 宮 田 武雄 茨城大学長

（企業経営者）
今 飴 久晴 コーセ ル株式会社社長
局シ 石原 実 北陸電力株式会社副社長
。 北野 芳則 株式会社Y K K副社長
，， 杉野 博 株式会社スギノマシン会長
，， 竹 田雄一郎 富士薬品工業株式会社社長
，， 水口昭一郎 立山科学工業株式会社社長

（以上13人）

職員教養研修（放送大学受講）修了式を実施

3月23日， 事務局小会議室において， 職員教養研修

（ 放送大学受講）の修了式が行われました。

この研修は， 放送大学の授業を受講し， 職務遂行に必

要な行政的視野を深めることにより ， 公務員としての資

質を向上 させることを目的としています。

今回は， 昨年 10月から本年3月までの間， 1 5回の講義

を自宅や放送大学富山地域学習センターなどで受講し，

無事単位認定試験に合格した職員19人に水上事務局長か

ら修了証書が授与 されました。

...水上事務局長から受講生代表に 修了証を授与
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永年勤続者表彰式を実施

3 月31日， 学長室において， 退職時における富山大学

永年勤続者表彰式が関係部課長の列席のもと実施 されま

した。

式では， 時津学長から35年勤続 された金 田 稔経理部

経理課車庫長に表彰状が授与 され， 併せて記念品が贈呈

されました。 式終了後， 向 車庫長を囲む懇談会が催 され，

和やかな懇談が行われました。

企時j軍 学長 （前列右）， 金田車庫 長 （前列左）を囲

み記念撮影。 後列左から山木 人事 課長， 秦庶務

部 長， 鈴木 経理課長

⑧⑨⑧⑮⑤ 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

フ フ ン ス
12. 3 .  1 

外 国 出張 人文学部 助教授 竹 内 潔 ガ ボ ン 研究打 合せ及び資料収集
12. 3 . 26 

フ フ ン ス 極小国家の「国家アイデンテイティ」 12. 3 .  1 
教育学部 助教授 徳橋 曜 イ タ ア の社会的・経済的・文化的基盤に関す

る研究のための調査・資料収集 12. 3 .  13 

寄生植物の色素体ゲノムに関する研究
12. 3 .  2 

理 学 部 教 授 山 田 恭司 フ イ ビ ン 打 合せ
12. 3 .  9 

多機能光触媒スバッタ薄膜の形成と環
12. 3 .  4 

工 学 部 教 授 升方 勝 己 アメリ カ合衆国 境材料への応用に関する研究打 合せ
12. 3. 13 

シ ン ガポー ル 「情報 教育におけるカリキュラムと コ 12. 3 .  8 
教育学部 助教授 黒 田 卓 タ イ ンテンツ開発に関する実証的研究jに

関する放送教育調査 12. 3 .  17 
マ レ イ シ ア 極小国家の「国家アイデンテイティj 12. 3 . 13 

教育学部 教 授 佐藤 幸 男 モーリシャス， マ の社会的・経済的・文化的基 盤に関す
ダガ ス カル， 中国 る調査 12. 3 . 2 1  

「ア ジア危機以降の環日本海地域の変
12. 3 . 14 

経済学部 助教授 青木 亮 中 国 容と展望J に関する調査研究
12. 3 . 23 
12. 3 . 15 

人文学部 教 授 藤本 幸夫 大 韓 民 国 朝鮮儒林文化に関する資料調査
12. 3 . 18 

総 合情 日本現存韓国古書（書誌情報）データベース 12. 3 . 1 5  
報 処 理 助教授 高 井 正 三 大 韓 民 国 構築における！日字体漢字及び朝鮮固有外字登
センター 録表示， 印刷方法に関するレピューを受ける 12. 3 . 18 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名

外 国 出張 経済学部 助教授 近藤 和哉

経済学部 助教授 大森 義 明

海 外 研 修 教育学部 教 授 山 地 啓司

人文学部 助教授 村 井 文 夫

人文学部 助教授 徳永 洋 介

人文学部 教 授 小谷 伸男

人文学部 助教授 呉人 恵

人文学部 教 授 小JI I 洋 通

人文学部 助教授 赤尾 千波

経済学部 助教授 伊藤 司

人文学部 講 師 林 夏生

教育学部 助教授 深 見 友 紀 子

経済学部 教 授 佐伯 利丸

品斗4」マー

渡 航 先 国

報

ド イ ツ 連 邦
連 合 王 国
フ ィン ラ ン ド

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

フ フ ン ス

オー ストリア

ス イ ス
フ フ ン ス

ロ シ ア 連 邦

ト jレ コ
ギ ン ア
.x. ン プ ト

アメリカ合衆国

ド イ ツ 連 邦

大 韓 民 国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

第423号

目 的 期 間

「精神医療事故の法政策的研究Jに関
12. 3 . 19 

する研究打合せ
12. 3 .  30 

アメリカ合衆国東部経済学会2000年大
12. 3 . 22 

会出席， 研究発表
12. 3 . 27 

ハワイにおける教員養成に関する調査・
12. 3 .  3 

研究
12. 3 .  8 

18世 紀フランスにおけるマニェティス
12. 3 .  9 

ム・アニマルに関する文献調査
12. 3 .  31 
12. 3 .  10 

モンゴル時代関係史料の調査・収集
12. 3 . 2 1  

ガン ダーラ美術・考古学国際学会に出
12. 3 . 14 

席， 発表
12. 3 . 2 1  
12. 3 .  17 

コーリヤク語資料収集
12. 4. 9 
12. 3 .  20 

資料収集
12. 4 .  6 

アメリカ史学会 （OAH）年次大会に
12. 3 .  26 

出席
12. 4 .  7 
12. 3 . 26 

ドイツ民法学に関する資料収集， 調査
12. 4 .  3 

韓国における対日文化交流政策の変化
12. 3 .  29 

に関する調査・研究
12. 4 .  5 

鍵盤教育， コンピュータミュー ジック
12. 3 . 31 

に関する調査及び研究
12. 4 .  8 

米国におけるマルクス経済学に関する
12. 3 . 31 

資料収集
12. 4 . 10 
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���［！） 
〈住所変更〉

部 局 戦 氏 名

庶 務 部
文 部 事 務官 穴 固 さおり

（ 庶 務係）

人 文 学 部
助 教 授

赤 尾 千 波
（英米言語文化）

理 学 部
助 手

幸 山 直 人
（ 情 報数 理 ）

。 文 部 事 務官
蔵 川 一 正

（ 庶務第一主任）

経済 学 部
助 教 授 浅 井 尚 子

（ 民 事 法 ）

工 学 部
助 教 授 小 田 晃 規
（ 応用化 学 ）

局シ 文 部 事 務官 平 野 美智 子
（ 学 生主 任 ）

，， 文 部 技 官
（電気システム工学）

高 安 勇 吉
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司副司司
本 部｜ 24日 平成11年度学位記授与式 （富山市芸術文化ホー

Jレ）

3月1 日 第 6 回セクシュアjレ・ ハラスメント対応等委 名誉教授との懇談会 （名鉄トヤマホテル）

員会 25日 大学教育改革フォーラム （京都大学）

2 日 大学開放担当課長会議 （国立教育会館） 27日 平成12年度入学者選抜個別学力検査 （後期日

国立大学留学生担当課長会議 （東京大学） 程）合格者入学手続き

7 日 第 2 回教養教育委員会管理運営専門委員会 工学部大学院実験研究棟竣工 検査

平成12年度入学者選抜個別学力検査 （前期日 28日 第3 回教養教育委員会管理運営専門委員会

程）合格者発表 低温液化室運営委員会

8 日 第20回将来計画委員会 富山県地区国立学校等人事担当課長会議

9 日 独立行政法人化問題研究特別講演会 31日 永年勤続者表彰式

演題；独立行政法人化問題と大学経営につ 入寮選考委員会

いて

講師；宮脇 淳北海道大学法学部教授
人 文 学

退職者説明会

第 4 回国際交流委員会 3月1 日 学部教務委員会

会計係長会議 学部情報処理委員会

第2回教育研究基盤校費検討委員会 3 日 教授会

10日 第 9 回教養教育委員会 学部自己点検委員会

第 2 回教養教育検討特別委員会 学部広報委員会

13日 平成12年度入学者選抜個別学力検査 （後期日 人事推薦委員会

程） 8日 学部将来計画委員会及び学部予算委員会の合

14日 第21回将来計画委員会 同委員会

第12回事務協議会 研究科委員会

14～15日 前期日程合格者等入学手続き 教授会

16日 学位記 （工学博士）授与式 9 日 学部図書委員会

第 5 回教養教育委員会企画専門委員会 17日 学部入学者選抜方法検討委員会

退職者を囲む懇談会 20日 教授会

17日 組換D N A実験安全委員会 21日 学部学生生活・就職指導委員会

第 5 回部局 長会議 22日 学部将来計画委員会

第四回評議会 研究科委員会

第 1 回発明委員会 教授会

第3 回教育研究基盤校費検討委員会

21日 第22回将来計画委員会
｜教 育 学 部

第10回教養教育委員会

平成12年度入学者選抜個別学力検査 （後期日 3月1 日 学部将来計画委員会

程）合格者発表 自然観察実習センター運営委員会 （持ち回り）

23日 第 3 回教養教育検討特別委員会 3日 学部入学試験委員会

職員教養研修 （放送大学受講）修了式 教授会 （臨時）

関学50周年記念事業委員会 人事教授会
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附属教育実践研究指導センター運営委員会 学部学生生活委員会

4 日 附属幼稚園避難訓練 21日 学部教務委員会

7 日 研究科委員会小委員会 将来構想等検討委員会

学部図書委員会 22日 研究科委員会

学部学生生活委員会 教授会

学部教務・学生生活合同委員会 27日 環 日本海地域研究センター 運営委員会

学部教務委員会

8 日 学部予算委員会 E里 学
研究科委員会

教授会 3月1 日 学部自己点検評価委員会

人事教授会 3 日 情報化対策委員会， 理学部案内編纂委員会の

10日 附属養護学校卒業式 合同委員会

14日 学部将来計画委員会 教授会

附属幼稚園修了式 人事教授会

15日 自然観察実習センター 運営委員会 （持ち回り） 6 日 防火対策委員会， 学部防災委員会， 動物実験

附属小学校卒業式 委員会， 排水安全委員会の合同委員会

16日 附属中学校卒業式 7 日 学部施設委員会， ガラス工作室運営委員会の

18日 附属中学校及び附属養護学校修了式 合同委員会

附属幼稚園終業式 8 日 理工学研究科博士前期課程理学部会

20日 学部入学試験委員会 教授会

教授会 人事教授会

人事教授会 理工学研究科博士前期課程理学部会専任教授

21日 附属小学校修了式 4込' 

29日 学部就職指導委員会 理工学研究科博士後期課程部会

理工学研究科委員会

経 i斉 学
10日 学科 長会議

16日 学科 長会議

3月2 日 財務委員会 学部教務委員会

3 日 学部入学試験委員会 学部予算委員会

教授会 17日 理工学研究科博士前期課程理学部会教務検討

教授会運営合理化検討委員会 小委員会

7 日 学部教務委員会 20日 教授会

8 日 人事教授会 人事教授会

研究科委員会 23日 学部自己点検評価委員会

教授会

学部国際交流委員会 工 学
13日 就職指導委員会

学部学生生活委員会 3月2 日 学部合格者検討委員会

14日 学部入学試験委員会 3 日 教授会

15日 生涯学習・広報委員会 6 日 将来計画に係る検討委員会

学部総務委員会 機器分析センター 運営委員会

情報処理委員会 7 日 学部教務委員会

20日 学部入学試験委員会 学部学生生活委員会

教授会 8 日 教授会
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専任教授会

工学研究科委員会

理工学研究科博士前期課程工学部会

工学研究科博士後期課程委員会

理工学研究科博士後期課程部会

理工学研究科委員会

10日 将来計画にかかる検討委員会

15日 教授会

専任教授会

学部教務委員会

外部評価実施委員会

16日 将来計画に係る検討委員会

20日 学部合格者検討委員会

教授会

23日 外部評価委員会

｜附属図書館｜
3月7 日 第 7 回廊議会

｜ 地域共同 研究センター ｜ 
3月3日 先端技術講演会

．品4

演題；放 電並びに研削 ・研磨加工の最近の

動向一難加工材の研削 ・研磨加工一

講師；植田哲太郎富山県立大学教授

生涯 学習教育研究センター ｜
3月10日 第 4 回運営委員会

｜ 総合情報処 理センター ｜ 
3月10日 第 4 回運営委員会

21日 第 5 回運営委員会

留 学生センター ｜
3月3 日 外国人留学生日本語研修コース第 1期修了式

｜ 水素同制本科判究センター ｜ 
3月8日 第 9 回運営委員会（持ち回り）

報 第423号
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[} 。
平成12年度富山大学入学者選抜試験実施状況総括表

募集 志頼者数 受験者数 合格者数（ 人 ） 入学 入 学 者 内 訳
学 部 学科 （課程 ） 等 人員 うち追加 者数 備考

a（ 人 ） b （人 ｝ （b/a倍） c （人｝ （c/a倍） 合格者数 （ 人） 男子 ｜女子 県内 ｜県外 現役 ！浪 人

人 文 学 科 65 420 (6.5 ) 325 (5 .0)  74 66 33: 33 18: 48 54: 12  

237 ( 4.7)  159 (3.2) 国 際 文 化 学 科 50 57 50 281 22 31 42 44: 6 
人文学部

言 語 文 化 学 科 80 440 (5.5 ) 295 (3 .7)  99 回 11: 66 25: 58 74: 9 

言十 195 1 ,097 (5.6) 779 ( 4.0) 230 199 78 i 121  51 i 148 1721 27 

学 校 教 育 系 23 101 (4.4)  68 (3.0) 24 23 i: 22 12: 1 1  19: 4 
学校教

障害児教育系 24 (3.4)  16 (2 .3)  8 6: 2 7: 7 8 7 1 
育教員

言語 ・ 社会系 25 1 14 (4.6) 73 (2 .9)  29 28 15: 13 a: 20 20: 8 
養成課

自 然 ・ 生活系 96 (3 .8)  65 (2.6) 10: 10: 20: 25 31 3 27 17  17 7 
手呈 芸術 ・体育系 1 19 (6 .0)  104 (5.2) 20 23 23 6' 17 9 14 21: 2 

教育学部 発達臨床専攻 10 48 (4 .8)  43 (4 .3)  12 1 1  4: 7 5 6 1 1: 
生涯教

生涯スポー7専攻 73 (7 .3 )  61  (6. 1 )  5: 10: 10 12 10 5 4 6 
育課程

人間環境専攻 79 (4 .0 )  51  (2 .6 )  20 6 m 3 20 20 20 14 

情報教 教育情報システム専攻 20 49 (2.5 ) 35 ( 1.8) 23 2 21 g: 12  13  8 18: 3 

育課程 <H)fィ7芸荷専攻 10 31 ( 3. 1 )  23 (2.3) 1 1  1 1  1 1  7 4 10: 1 

言十 170 734 ( 4.3) 539 (3.2) 193 5 182 51: 131 801 102 153: 29 

経 済 学 科 155 523 (3.4)  387 (2.5 ) 186 157 101: 50 44: 113 134: 23 

昼間主 経 営 学 科 120 510 ( 4.3) 388 (3.2) 145 122 12: 50 32: 90 1 1 1: 1 1  

コース 経 営 法 学 科 100 432 (4.3) 292 (2.9) 130 8 100 53: 47 41: 59 37: 13 

言十 375 1 , 465 (3.9) 1,067 (2.8) 461 8 379 232: 147 1 17: 262 332: 47 

経済学部 経 済 学 科 20 87 ( 4.4)  63 (3.2) 35 22 16: 6 13: 9 15: 7 

夜間主 経 営 学 科 20 135 (6.8) 101 (5. 1 )  38 20 10: 10 12: 8 18: 2 

コース 経 営 法 学 科 20 91 ( 4 .6)  60 (3.0) 33 1 20 12: 8 16: 4 14: 6 

313 (5 .2 )  224 (3.7)  計 60 106 1 62 38: 24 41: 21 47: 15 

計 435 1 ,778 ( 4. 1 )  1 , 291 (3.0) 567 9 441 210: 171  158: 283 379: 62 

数 ぷ寸ゐ- 科 50 195 (3 .9)  186 (3.7)  59 3 50 33: 12 1 1: 39 43: 7 

物 理 学 科 40 90 (2 .3 )  75  ( 1.9) 51 2 41 36: 5 6: 35 29: 12  

化 学 科 35 108 (3. 1 )  83 (2 .4 )  41 2 36 18: 18 10: 26 29: 7 

理 学 部 生 物 学 科 35 143 (4. 1 )  120 (3.4)  41 37 19: 18 3: 34 21: 10 

地 球 科 学 科 40 148 (3.7)  143 (3.6) 52 5 40 21: 13 4: 36 29: 1 1  

生 物 園 環 境 科 学 科 104 (3.5 ) 80 (2.7) 30 35 31 18: 13 41 27 24: 7 

計 230 788 (3.4)  687 (3.0) 279 12 235 156: 79 38: 197 181: 54 

電気電子 システム工学科 88 328 (3.7)  322 (3. 7)  110 2 92 39: 3 37: 55 77: 15 

知 能 情 報 工 学 科 78 248 (3.2) 241 (3. 1 )  96 81 66: 15 32: 49 66: 15 

工学 部 機械知能システム工学科 88 267 (3.0) 264 (3.0) 117 96 93: 3 25 i 71 34: 12 

物質生命システム工学科 151  618 (4. 1 )  420 (2.8) 176 163 1 14: 49 47: 1 16 135: 28 

言十 405 1 , 461 (3.6) 1,247 (3. 1 )  499 2 432 362: 70 141: 291 362: 70 
dロb、 計 1 ,435 5 ,858 ( 4. 1 )  4,543 (3.2) 1,768 28 1 , 489 917: 572 468: 1 ,021 l,247 i 242 

（泊 上記の数は， 推薦入学， 帰国子女 ・社会人特別選抜， 専門高校卒業生選抜の数を含み， 外国人留学生の数は含まない。
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平 成 12 年 3 月 卒 業 者 数

0 学 部

立ミNぶ？ 10 9 8 7 6 5 4 2 言十

人 文 ．寸企aー． 科 59 ( 1) 10 70 ( 1) 

国 際 文 化 学 科 42 ( 2) 4 1 47 ( 2) 
人文学部

言 語 文 化 学 科 50 4 3 57 

言十 。 。 151 ( 3) 18 5 。 。 。 17 4 ( 3) 

小学校教員養成課程 88 3 1 92 

中学校教員養成課程 43 4 2 49 

養護学校教員養成課程 18 1 19 
教育学部

幼稚園教員養成課程 30 1 31 

情 報 教 育 課 程 34 1 35 

計 。 。 213 8 5 。 。 。 226 

昼主間 経 済 学 科 3 130 ( 2) 13 2 1 149 ( 2) 

経 営 学 科 104 ( 3) 3 108 ( 3) ＝ョ

ス 経 営 法 学 科 3 86 8 97 

計 7 。 320 ( 5) 24 2 。 。 354 ( 5) 

経済学部 夜主間 経 済 学 科 2 16 18 

経 営 学 科 3 17 1 21 =i 

;;<. 経 営 法 学 科 2 12 14 

計 7 。 45 。 。 。 1 。 53 

計 14 。 365 ( 5) 24 2 1 1 。 407 ( 5) 

数 寸，，，，.ー 科 40 10 5 1 57 

物 理 且十且． 科 2 34 7 2 2 1 49 

化 十且ι 科 3 32 35 

理 学 部 生 物 且寸£ー． 科 3 34 4 1 1 43 

地 球 科 学 科 3 1 16 4 1 26 

生物 園 環 境 科 学 科 1 26 4 2 33 

計 13 1 182 29 11 5 1 243 

電 子 情報 工 学 科 17 116 ( 5) 28 (1 ) 9 6 3 179 ( 6 ) 

機械システム工学科 9 (1 ) 4 69 ( 2) 20 3 3 108 ( 3) 
工 学 部 物 質 工 学 科 5 57 16 79 

化 学 生 物 工 学 科 4 2 39 18 5 68 

言十 35 (1 ) 6 281 ( 7) 82 (1 ) 17 9 4 。 434 ( 9) 

A口、 計 62 (1 ) 7 1 ,192 (15) 161 (1 ) 40 15 6 1 ,484 (17) 

（出 1 .  ( ） 内 は ， 外国人留学生 で内数。

2 . 平成 9 • 10年度入学 の卒業者 は ， 3 年次編入学者。

3 . 工学部機械システム工学科 の 平成 7 年度入学者数に は ， 5 年度編入学者 1 名 を含む。
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平 成 12 年 3 月 修 了 者 数

0 大 学 院

J証ミよ� 10 9 8 計

文 化 構 造 研 究 専 攻 9 ( 2) 3 12 ( 2) 

地 域 文 化 研 究 専 攻 3 ( 1) 1 4 ( 1) 

人文科学研究科
西 洋 文 化 専 攻 1 1 

計 12 ( 3) 4 1 17 ( 3) 

学 校 教 育 専 攻 8 1 9 

教育学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻 24 ( 2) 24 ( 2) 

計 32 ( 2) 。 33 ( 2) 

地域 ・経済政 策 専攻 2 ( 2) 2 ( 2) 

経済学 研 究 科 企 業 経 営 専 攻 11 ( 8) 2 13 ( 8) 

計 13 (10) 2 。 15 (10) 

数 学 専 攻 7 7 

物 理 学 専 攻 6 6 

化 芹寸ιー 専 攻 9 9 

生 物 寸＂＂： 専 攻 15 ( 1) 15 ( 1) 

地 球 科 学 専 攻 6 ( 1) 6 ( 1) 

生物 圏 環 境科学 専攻 7 7 

理工 学 研 究 科 50 ( 2) 50 ( 2) 
小 計 。 。

（博士前期課程） 50 ( 4) 電 子 情 報 工 学 専 攻
50 ( 4) 

機械システム工学専攻 37 ( 3) 37 ( 3) 

物 質 工 学 専 攻 25 25 

化 学 生 物 工 学 専 攻 16 ( 1) 16 ( 1) 

計 128 ( 8) 。 。 128 ( 8) 

計 178 (10) 。 。 178 (10) 

理 学 研 究 科 生 物 p寸sー． 専 攻 2 2 

（ 修 士 課 程 ） 言十 。 2 。 2 

工 学 研 究 科 化 学 生 物 工 学 専 攻
1 

（博士前期課程） 言十 。 。 1 

修 士 課 程 及 び 博 士 前 期 課 程 合 計 235 (25) 10 246 (25) 

工 学 研 究 科
システム生産工学専攻 3 ( 2) 1 ( 1) 4 ( 3) 

（博士後期課程）
物 質 生 産 工 学 専 攻 7 ( 4) 7 ( 4) 

計 。 10 ( 6) 1 (1) 11 ( 7) 

理 工 学 研 究 科 エ ネ ル ギ ー 科学専攻 1 1 

（博士後期課程） 計 1 。 。 1 

博 士後期課程合計 1 10 ( 6) 1 ( 1) 12 ( 7) 

総 計 236 (25) 20 ( 6) 2 ( 1) 258 (32) 

（出 1 .  ( ） 内 は， 外国人留学生で内数。

2 . 理工学研究科（博士後期課程）平成10年度入学の修了者 l 名 は ， 大学院学則第21 条第 2 項 た だ し 書き 適用者。
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平 成 1 1 年 度 大 学 院 研 究 科 修 了 者 一 覧

人文科学研究科 （修士課程 ）

専 攻 氏 名 E命 文 題 目

文 化 構 造 研 究 荒 木 学 動詞 の習得に 関 す る 実験的研究

(12人） 一 指示事象の特性 と 入力 の タ イ ミ ン グ と の 関連性 一

片 山 友 紀 大学生の捉え る 父親像 と 母親像
一 結婚 ・ 家事 ・ 育児分担観 と の 関 わ り 一

加 藤 奏 記憶イ メ ー ジの精神物理学的研究
－腕の運動感覚に よ る 長 さ の知覚 と 記憶の比較か ら ー

西 山 志満子 音楽が認知機能に 及 ぼす効果
一 信号検出機能への効果 を 中心 と し て ー

増 原 信 明 慣れお よ び状態不安がFm 8 脳波の出現に及 ぼす影響

大 塚 純 司 古代赤彩土器の研究
一土器にみる古代社会の在 り 方 と 変質の構造一

大 橋 正 浩 風景 を め ぐ る 活動 と 場所 ア イ デ ン テ イ テ ィ の形成
一 「丘の ま ち ・ び え いJ を対象 と し て ー

平 和 宏 道 台湾彩票 一 明治期 に お け る 官営富畿の発行 か ら 中止に至 る 過程

シ レ ズ ダー ノ ワ
宮沢賢治初期作品 に お け る 笑いヴ ィ ク ト ー リ

木 村 隆 京車lj行当 の分化に付随す る 諸問題 を 考 え る

菜 畑 実千代 神戸外国 人居留 地 にお け る 警察制度 に つ い て

李 占 剛 二 人の北島 一 戦士 と 亡命者の二重奏

地 域 文 化 研 究 高 山 恭 一 近世地方真宗門徒の重層 的信仰 に つ い て の考察

( 4 人 ） 一 越中砺波郡 を 中心 に ー

場 江 智 子 賢治童話 と 〈夢〉

稲 垣 文 憲 帝国統治者 と し て の ア イ ル ラ ン ド 人
- 19世紀後半の箪人 ・ 槌民地官僚 ・ 総督 一

キ ン ジ ャ ー ロ ワ 遠藤周作の 『死海の ほ と り 』 と ブル ガー コ フ の 『巨匠 と マ ル ガ リ ー タ j
マ ヤ 一 福音書の イ メ ー ジ と 解釈を め ぐ っ て ー

西 洋 文 化 j事 野 智 子 モ ン ゴルの躯下の ロ シ ア教会 1240- 1378年
( 1 人） 一 府主教キ リ ー ルか ら ア レ ク シ ィ ま で ー

教育学研究科 （修士課程）

専攻 専修 氏 名 論 文 題 目

津 田 兼 祐 教育の場にお け る ＜ 対話 ＞ に 関 す る 一考察

学 学
五十嵐 勝 義 知的障害児 に お け る 日 常生活ス キ ルの形成 と 長期的維持

石 尾 哲 代 知的障害 を 伴 う 不登校女児へ訪問援助 を 適用 し た症例 に つ い て の一考察

校 校
菅 原 洋 光 学童期の運動指導のあ り 方

一 体力 の 発達 と パ フ ォ ー マ ン ス 向上 の た め の 目 標設定に 関 し て ー

教 教
回 畑 晶 子 子 ど も の権利行使主体 と し て の能力形成 に 関 す る 研究

本 田 敏 也 「 あ そ びj と 「学びJ の在 り 方 に つ い て の 一 考察
一 「総合的な学習 の時間J の意味づけ ー

育 育
三 原 茂 異学年合同 に よ る 「総合的な学習 」 に 関 す る 研究

山 本 良 一 「情報活用の実践力J を 育成する 「総合的 な学習」 の単元設計 に 関 す る 研究

( 9 人 ） 渡 辺 幸 恵 訪問援助 に よ る 攻撃性の高い不登校男児症例 に つ い て の一考察

国語 伊 藤 厚 子 国語科 に お け る 情報活用 能力育成の研究教育
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専攻 専修 氏 名

国 山 崎 仁 美
語

教
育 清 水 晃

数学 佐 野 友 昭教育

音
大 森 和 美

楽 棚 辺 仁 美

教 三 鍋 暢 恵
教

育
山 下 真紀子

美 小 野 美恵子

術
玉 分 BH 光

教
手中 育 山 本 兼 史

高 地 修

高 巴 和 樹

教 小 田 仁 洋

技 潟 辺 美由紀

体f 川 口 達 也

教 NG KAH SOON 
育

育 山 崎 一 法

YANG FENG 

上 原 康 代

家 大 西 幸 子

政
黒 地 忍

教

育 笹 島 浩 子

(24 人 ） 平 井 美 穂

経済学研究科 （修士課程 ）

専 攻 氏 名

地域 ・ 経済政策 包 洪 恩
( 2 人）

窓リ 樹 海

企 業 経 営 竹 中 久 雄
( 13 人 ）

長 井 優

本 田 泰 郎

松 j事 孝 憲
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硬筆書写指導の研究

品比千・

論

報

文 題

戦後中学校国語科教育 に お け る 「基礎学力」 に つ い て の考察

再生的 ・ 生産的思考力 を 育 て る 高等学校数学教育

論文 ： 音楽 に お け る 発声 と そ の練習 に つ い て の考察
演奏 ． 歌劇 fA una rosa （ ひ と つ のパ ラ に ） 」 他

論文 ： 音 あ そ びに よ る 実践 と 考察
作品 ： Piano Suite “ Autumn Tints” 
音楽教育 に お け る 合唱指導の総合的研究
一 多様 な 指導法 を 視点 と し て ー

論文 ： 創作活動 に お け る コ ン ピュ ー タ 活用
作品 ： プロ コ フ ィ エ フ 作 曲 「つかの間の幻影J 吹奏楽編 曲
造形教育 に お け る 学校 と 地域
一 学校 ・ 地域 ・ 美術館の連携の あ り 方 と 教師の役割 一
論文 ： 美術 と 数学の相生 と 相魁
作品 ． 二極の聞 の追求
論文 ： ア ン ド リ ュ ー ・ ワ イ エス の 作品研究 ～ その精神性 を採る ～
作品 ： 水性描材 に よ る 写実表現～心情の抽出 を 求め て ～

「生涯ス ポ ー ッ 」 の普及 に 関 す る 研究
～ ソ フ ト バ レ ー ボー ルの誕生 と そ の普及か ら ～

児童の逆上が り に関 す る 研究

研削加工面の摩擦性能

児童の主体的 な 活動 を 促す学習環境構成の設計意図の研究

ハ イ パー カ ー ド を 使 っ た 教材開 発 と そ の実践に 関 す る 研究

自 然 体験学習 活動 に お け る 情報メ デ ィ ア の活用 に関す る研究

P S  I 方式の授業 に お け る 個 人進度デー タ ベ ー ス の設計 と 評価

情報教育 に 関 わ る 教員研修の あ り 方

ド イ ツ 中等教育段階 に お け る 家政教育の展開 に 関す る研究
一 女子特有教育か ら 人 間 と 環境教育への発展 ー

毛織物の防臭加工 に 関 す る 研究

中学生 に お け る 食生活 と ス ト レ ス の関係に関す る 一考察

体験学習が他者理解お よ び自 己理解 に 及 ぼす効果

子 ど も の生活 リ ズ ム の乱れが心身に及ぼす影響

論 文 題

中 国固有企業の改革 一 遼寧省の重化学工業 を 中心 と し て ー

21世紀中国東北 に お け る 環境保全型経済発展 に 関 す る 考察
一大連及び経済技術開発区 に お け る 企業立地の事例研究か ら ー

破産にお け る 租税債権優先性について

税効果会計に 関 す る 研究

我が国 に お け る 監査役制度の問題点 と そ の課題

新株発行無効 の訴 え の無効原 因 に つ い て

第423号

目

目
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専 攻 氏 名 論 文 題 目

横 井 幸 治 裁量労働制の意義 と 発展可能性

家 晩 偉 中 国の環境問題 と 環境管理
ー その現状 と 課題 一

徐 慧 字 総合的観光地選択モ デルの展開

HALIM BIN HAMDAN マ レ ー シ ア に進出 し た 日 系企業 と 日 本の本社の比較研究
一 人的資源管理の背景 と その実態 ー

HUDUGUEVA VICTORIA 在 日 外資系企業の経営戦略お よ びパ フ ォ ー マ ン ス に関す る 研究

馬 淑 w 中 日 女性 に お け る組織内機能の 史的分析 と 進化モ デル構築
ー グ ロ ーバル化 と 知識経済化ー

楊 富 山 台湾の対中国直接投資 一 本国の経済発展 に 関 す る 考察 ー

李 偉 中 国 に お け る 企業文化の形成 と 変革～ 日 本 と の比較研究～

LOW BEE CHIN Entreprenurial Roles towards Industrialization and Economic Development : 
- A Comparative Study of Japan and Malaysia -

理工学研究科 （博士前期課程 ）

寸商ず 攻 氏 名 論 文 題 目

数 学 金 光 健 志 Hermite多項式に つ い て
( 7 人）

佐々 木 覚 一階中 立型微分方程式の振動理論

清 水 基 嗣 確立変数項級数絶対収束性

田 村 亨 Martingale不等式 に関す る Carlen-Kr'eeの結果 に つ い て

富 井 稔 超準解析基礎づけ に つ い て

烏 居 祥 恭 二階中立型微分方程式の振動理論

中 村 �、L' 平面写像の分岐について

物 理 学 小 林 英 樹 液体カ ル コ ゲナ イ ドの磁気抵抗
( 6 人）

近 藤 浩 樹 近藤反強磁性 を示すCe1ヒ合物の広範囲温度の比熱測定

早 河 秀 章 B 中 間子崩擦の研究

松 永 智 美 D ,O分子の遠赤外 レ ー ザ一 分光

高 柳 元 雄 ル メ ー ト ル宇宙 に お け る 相対論的物 質の効果

福 岡 修 一 Eu化合物の原子価転移 と 熱電能測定

化 すよu与与 木 戸 咲 恵 フ ルベ ン 及 びシ ク ロ ト リ ベ ラ ト リ レ ン 誘導体の合成 と 性質
( 9 人）

新 保 昌 寿 ピニ レ ン 架橋ポル フ ィ リ ン オ リ ゴマ ー の合成 と 性質

立 見 彰 弘 部分酸化触媒 と し て の リ ン 酸バナ ジ ルの活性化 に 関 す る 研究

田 中 康 司 分子内Heck反応 を 用 い る ヘテ ロ 環の構築 と Streptezolin合成への応用

早 川 亮 バナ ジ ウ ム の水素透過挙動に 関 す る 研究

降 旗 克 徳 3 ー メ チ ル ー 2 ' 5 ー ジ ヒ ド ロ ー 1 ー ベ ン ゾオ キ セ ピ ン 類合成研究

政 岡 典 子 シ ン ジ オ タ ク チ ッ ク ポ リ プロ ピ レ ン 新型結晶の構造 と 振動 ス ペ ク ト ル
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専 攻 氏 名 論 文 題 目

水 i畢 仁 志 ガス の不均一系触媒反応の周波数応答法 に よ る 速度論的研究

清 水 邦 彦 脂 質 一 水素ゲルの赤外強度 と モ ル フ ォ ロ ジ一 一

生 物 学 石 川 賞 也 ヘ ビ イ チ ゴ属 の種子散布
( 1 5 人 ）

荻 野 暁 子 腐生植物 ギ ン リ ヨ ウ ソ ウ の色素体ゲ ノ ム の構造

川 端 俊 一 ム ネ ボ ソ ア リ の性比 と 繁殖戦略

佐々 木 智 基 ア ミ メ ア リ の進化生態学的研究

白 石 晃 一 カ ス リ モ ミ ジ ガ イ 幼生の形態． 特 に付着器官 に つ い て

中 川 千責 ク ル ミ ハ ム シ の オ ス に よ る 配偶者選択 と そ の適応的意義に関す る 研究

長 田 悦 子 ウ シ ガエ ル に お け る 下垂体後葉 ホ ルモ ン の 免疫化学的 な ら びに 免疫組織化学的研究

平 松 恵 子 ネ ナ シ カ ズ ラ の寄生根形成過程 に お け る 細胞分裂 に 関 わ る 遺伝子の解析

i原 尚 樹 サ イ ト カ イ ニ ン に よ る ネ ナ シ カ ズ ラ の寄生根誘導過程で発現す る 遺伝子の解析

森 山 タ 希子 分裂 に よ る 無性生殖 を 行 う ヤ ツ デ ヒ ト デの有性生殖 に 関 す る 研究

山 本 紀 子 ヒ ト デの卵黄 タ ン パ ク 質 と 卵形成 に 関 す る 研究

横 山 正 樹 カ ス パ リ 一線の形成位置の指標 と な る 情報お よ び分子

吉 田 隆 行 軟骨魚類ア カ エ イ PACAPの性質 と 体内分布

高 屋 恵里子 エ ン ド ウ 上妊軸 カ ス パ リ 一 線の発達に対す る 光の影響

RIALID HALIDE Establishment of Transgenic Sesame Plants using MAT Vector System 

地 球 科 学 岩 岡 圭 美 1998年飛騨山脈群発地震活動 と 火山深部構造
( 6 人 ）

巽 雅 敬 地球電磁気学の手法 に よ る 雷現象の研究

中 川 靖 i告 地殻深部の構造変形 と テ ク ト ニ ク ス

野 村 成 宏 パ イ カ ルi胡湖底堆積物の古地磁気 ・ 岩石磁気の研究

村 上 信 一 磁性粒子 を 含む積雪の 自 然残留磁気 に 関 す る 研究

恰 斯 巴 特 力t 跡i掌川 断層系茂住祐延断層の活動性

生物園環境科学 大和国 道 子 中 部地方北部の温泉 ガス の組成 と 同位体比
( 7 人）

奥 野 池ケ原湿原 に お け る メ タ ン お よ び二酸化炭素 フ ラ ッ ク ス の要因

高 橋 憲 司 環境水中 の 陰 イ オ ン 界面活性剤の膜捕集／蛍光 X線定量法に関す る 研究

田 中 一 穂 ゼ ン マ イ 胞子の 葉緑体に存在す る 胞子特異的蛋白の分解機構

主十 木 和 也 ク ラ ミ ド モ ナ ス の鞭毛再生 に及ぼす界面活性剤 と 内分泌撹乱化学物質の影響

宮 田 健 ウ ニ卵母細胞のin vitro成熟

山 下 真紀子 ク ラ ミ ド モ ナ ス の増殖 に 及 ぼすCd ' "' , Cu ' "' ,  Zn ＇＂＇の影響
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専 攻 氏 名 論 文 題 日

電 子 情 報 工 学 東 真 吾 論理回路用 シ ミ ュ レ ー タ に 関 す る 研究
(50人）

渥 美 正 明 パ ラ ー ク ォ ー タ ー フ ェ ニ ル を 用 い た 有機EL素子 に 関す る 研究

厚 村 徹 双極性パ ルス を 用 い た重イ オ ン ビ ー ム 発生

荒 井 勇 多f直論理回路 に 関 す る ー設計法

荒 井 盛 雄 概念構造辞書 を 用 い た 意味解析用辞書 自 動生成方式の研究

生 田 成 秋 室内空気汚染ガス に お け る マ ル チ ガス セ ン サ を 用 い た ガス 種検知 シ ス テ ム に 関 す る 研究

石 倉 慎 也 運動の開始が自 発呼吸位相 に与え る 影響 に 関 す る 研究

石 橋 賢 細胞外及 びホ ー ル セ ル パ ッ チ記録に よ る 中枢神経細胞の電気生理学的研究

石 丸 雅 司 新た な微細屈折液晶表示方式に関 す る 研究

稲 積 泰 宏 符号化動画像の フ レ ー ム 品質 を 考慮 し た 画質評価法

岩 崎 遊 ヒ ド ラ を 用 い た バ イ オ ア ッ セ イ 法に よ る 有害物質の検 出 法 に 関 す る 研究
一 画像処理の応用 ー

大 浦 久 範 櫛形電纏構造 を 用 い た ネ マ チ ッ ク 液晶 の新表示 モ ー ド に 関 す る 研究

大 上 貴 充 Windows環境上での汎用文書画像認識 シ ス テ ム の作成

i中 野 浩 二 精円暗号の実装 に 関 す る 研究

神 村 仁 弘 容積補償法 を 用 い た無侵襲長時間連続血圧ill]定が抹消部組織に与 え る 影響

金 原 兼 央 高速充電ブルー ム ラ イ ン を用 い た イ オ ン ビ ー ム 発生

轡 田 康 セ ル オ ー ト マ ト ン を 用 いた雪の結晶成長シ ュ ミ レ ー シ ョ ン

児 嶋 秀 和 電動三輪車 に お け る 操舵の ア ク テ イ ブ制御 に 関 す る 研究

清 水 淳 史 SrO及び、SrTiO，バ ッ フ ァ 一層 を 用 いたSi(OOl ） 基板上へのBi系酸化物超伝導体薄膜のMBE成長

園 田 教 複合有限要素モデル に よ る マ ス ク パ タ ー ン の熱変形解析

高 嶋 宏 文 微細形状真空三端子デバ イ ス に 関 す る 研究

高 田 守 周 強誘電性液晶 を 用 い た横電界 ス イ ッ チ ン グ方式に 関 す る 研究

種 池 修 3 次元情報 を 用 い た顔の特徴点の抽 出 に 関 す る 研究

寺 嶋 潔 古文献画像のデー タ 検索 シ ス テ ム の作成

中 村 清 隆 地上電界 を 用 い た雷雲電荷推定の数値 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン

中 山 拓 也 Emission of Whistler and Electromagnetic Waves from an Electron Shear-Flow 
Instability in a Plasma 

西 康 雄 Ge(OOl ) 基板上のIn単原子層吸着 に よ る 表面再構成構造 に 関 す る 研究

沼 田 智 幸 網膜水平細胞の フ リ ッ カ 一応答特性 に 関 す る 研究

橋 場 義 則 く ま 取 り 効果 を 応用 し た相数変換装 置 に 関 す る 研究

畑 野 篤 QLI符号の 2 段階複号 を 利用 し た信頼度の推定 に 関す る 研究

春 木 孝 之 Magnetic Flux Generation and Wave Emission during Coalescence of Magnetic 
Islands in Plasmas 

藤 田 吉 智 線条体 に お け る 酸性線維芽細胞成長因子 に よ る ド ー パ ミ ン 遊離 に 関 す る 研究
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堀 井 哲 夫 論理回路設計用教育ア プ リ ケ ー シ ョ ン の構築 に 関 す る 研究

牧 田 浩 孝 風力発電の風車 シ ミ ュ レ ー タ に 関 す る 研究

又 多 秀 昭 ( SimGe. ） 短周期超格子バ ッ フ ァ 一 層 を 用 いた Si ( OOl ） 基板上へのSiGe混品層のMEE成長

松 本 謙 一 自 然言語 を 用 い た 質問応答 シ ス テ ム の研究

水 山 成 郎 高力率単相一 三相変換装 置 に 関す る 研究

山 内 知 行 量子 ド ッ ト を 介 し た電子輸送 と 単一電子素子 に 関 す る 理論的研究

山 内 直 幸 微小視角 に お け る 色覚特性 一 光i原色 の場合ー に 関 す る 研究

山 崎 義 之 上腕有限要素 モ デル に よ る カ フ ー 動脈問 の圧伝達率に関す る研究

山 村 大 輔 磁気ア シ ス ト 遮断固路 を 用 い た高繰 り 返 し パ ルス パ ワ ー電源の開発

山 本 一 郎 セ シ ウ ム 合金 を 陰極 と し て 用 い た有機EL素子に 関 す る 研究

山 本 岳 史 イ ンバー タ 式蛍光灯の高調波低減 に 関 す る 研究

四 柳 弘 樹 微小視角 に お け る 色覚特性一 物体色の場合 ー に関 す る研究

米 光 一 也 Langtonの 自 己増殖ルー プの形態的進化

若 月 俊 之 液晶分散ポ リ マ ー を ホ ー ル輸送層 と し て用 い た有機EL素子 に 関す る 研究

KADIR MOHAMMED Analysis of Frequency Characteristics of the Three-coupled-line Balun Transformer AFROSE 
THANAPATAY DUSIT 網膜神経細胞の ス ペ ク ト ル応答特性の精密測定に関す る 研究

社 宇 峰 低温バ ッ フ ァ 一 層 を 用 い た Si (OOl ） 基板上でのSiGe系量子井戸の 作成 と そ の 2 次元電子 の 電気 的
特性

藍 云 蔚 単相高力率整流回路の コ ン デ ン サ電圧不平衡補償に 関 す る 研究

機械シ ス テ ム 工学 秋 元 仁 Ni-Al系金属 間化合物の ミ ク ロ 組織制御 と 高温力学特性 に 関 す る 研究
(37人）

姐 広 高 室内移動機械 の た め の柔軟転動体の基礎的研究

石 崎 崇 史 一面冷却型熱衝撃実験法 に よ る 超硬合金の熱衝撃抵抗 に 関 す る 研究

稲 吉 文 雄 超音波 ウ ェ ー プ レ ッ ト 解析に よ る 材料損傷評価 に 関 す る 研究

井 上 真 敬 吸着現象の分子動力学的研究

大 熊 倫 寛 Ti-6Al-4V合金の高温低サ イ ク ル疲労強度 に 及 ぼす ひずみ波形の影響

大 塚 淳 司 衝撃加工機械の ロ バス ト 動作制御に関す る 研究

小 Il l 1孟 管群型潜熱蓄熱槽の国 ・ 液相変化特性 に 関 す る 研究

加 国 大 介 摩擦熱を 伴 う 転が り 接触 に よ る 半無限体内部空孔縁の応力 と 空孔縁 き 裂の応力拡大係数

加 藤 幸 秀 フ ィ ン 付管群の渦発生特性 ー セ レ ー ラ ッ ド フ イ ン の特性 と 防振板の効果ー

草 野 真 司 ハ イ ポ イ ドギヤ の歯切 り セ ッ チ ン グに 関 す る 研究

A 寸 裕 文 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の疲労強度特性 に 及 ぼす 各種表面処理の影響 に 関 す る 研究

榊 原 勇 治 焦点、はず し機構 を 使 っ た形状計i�lj法

笹 谷 光 拡大押出 し に お け る 幅広板材 と 異形材の メ タ ル フ ロ ー 制 御 に 関 す る 研究
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佐 藤 文 彦 RDF；燃焼排ガスの急速冷却過程 に お け る 熱流動特性 と ダイ オ キ シ ン 類の挙動

佐 武 貴 司 超硬合金の微小 き 裂進展特性に 及ぼすWC粒径の影響

高 岡 恵 輔 フ ィ ン 付管群の熱流動特性一 フ イ ン の種類お よ び管列数の影響一

田 中 芳 典 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変換に よ る ZP干渉 じ ま の解析

辻 品 機 ワ イ ヤ プロ ー プ を 用 い た貫通形状精度計測装置の開発

戸 田 慶 郎 ア ン ギュ ラ ・ ハ イ ポ イ ドギヤの歯当 た り に 関 す る 研究

中 瀬 正 博 ワ イ ヤ放電加工の放電衝撃力 の解析

中 田 丈 晴 自 動化省力化設備構造用 フ レ ー ム 材のね じ り 特性の動的評価法の開発

早 風 隆 行 YBa2Cua01 - x系超｛云導材料の高温加工に関す る 研究

早 川 尚 志 水分を 吸着 し た粒子充 て ん層 の熱伝導率 に 関 す る 研究

関 士 峰 凝固過程の分子動力学的研究

藤 盛 和 貴 奇数気筒機関の多列化に 関 す る 基礎的研究

古 田 貢 司 線形及び非線形非 フ ー リ エ熱伝導方程式の解の挙動研究

前 田 高 志 リ ン グ干渉計に よ る 変位測定法 に 関 す る 研究

益 野 智 之 TVス ペ ッ ク ル干渉に よ る 変位測定 に 関 す る 研究

松 田 憲 男 ア ル ミ ニ ウ ム 合金の穴あ け抵抗の解析

水 由 竹 也 ス プ レ ー フ ラ ッ シ ユ に よ る 過熱液柱の微粒化に 関 す る 研究

光 谷 広太郎 表面改質処理 を 施 し た高硬度鋼の疲労強度特性 に 関 す る 研究

守 田 哲 自 励 オ ン オ フ 駆動制御 さ れる 弓状板ばね を 用 いた跳躍微小 ロ ボ ッ ト の繰 り 返 し跳躍動作

横 山 篤 ク ラ ッ ド鋼の疲労強度特性 に 関 す る 研究

施 建 忠 吸 ・ 脱着現象 を 利 用 し た冷却 シ ス テ ム のまま礎的研究

対 慶 Al-17%Si合金の ド リ ル加工 に お け る 工具温度 と 穴 あ け特性

魯 連 涛 高炭素 ク ロ ム 軸受鋼の超長寿命域 に お け る 疲労強度特性 と 表面処理の影響 に 関 す る 研究

物 質 工 学 石 ケ 谷 繁 樹 Pr20s (Pr,01 1 ) -MoOa 系 に お け る 固相反応 に つ い て
(25人）

泉 聡 液体超急冷 し たAl-81系合金の凝固組織 と 機械的特性

井 上 友 景 回転振動傘型円板上 に お け る 異形粒子の分離挙動の解析

今 井 真 之 ア ル ミ ニ ウ ム 基共品合金の腐食特性に 関 す る 研究

内 山 拓 哉 1 , 1 一二置換 一 lHー ア ズ レ ニ ウ ム イ オ ン の 合成 と 性質

岡 元 一 博 Ndx Y l - xNi 2 B 2 Cの超伝導 と 磁性

奥 村 一 郎 Al - 1 .0%Mg2Si合金の時効析出過程 に お よ ぽす銅添加 の 影響

小 田 幸 雄 シ ク ロ ペ ン タ ［gh］ ア ズ レ ノ ［2, 1－α］ フ エ ナ レ ニ ウ ム カ チ オ ン の合成 と その性質

小 幡 祐 二 ア ズ レ ン を 含む新規な π 系直交型芳香族化合物の合成研究
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論 文 題 目

電子 ビ ー ム 合金化法で部分改質 し たAl-Mg合金の材料特性 と 耐食性に 及 ぼすニ ッ ケ ル含有率の影響

H,so.・NaCl水溶液中 にお け る SUS304鋼の応力腐食割れに及ぼす環境因子の影響

過剰 に シ リ コ ン を含 んだAl-Mg-Si合金に お け る こ段時効挙動

( NdxEr 1 - x )  Rh , B ， の超伝導 と 磁性

ア ミ ド リ ン 酸類お よ びト リ ア ジ ン 化合物類の熱分析化学的研究

Fe-Mn複酸化物の炭素還元過程 に お け る 反応生成物

電解 コ ン デ ン サ用 ア ル ミ ニ ウ ム 箔の表面エ ッ チ ン グ

液 中 造粒 プ ロ セ ス の研究

砂層 の乾燥 に お け る 各種溶媒の乾燥特性推算法

ア セ チ ル化デ ン プ ン の構造 と 性質

ペ ン タ シ ク ロ ［8.8. 1 . 1 ' ·  8 . l  1 2 · 1 1  .O' ·  8 ） へ ン イ コ サ － 4,6, 12 , 14 , 16ー ペ ン タ エ ン ー 19 ー オ ン の 合成
及 びそ の性質 に 関 す る 研究

原子問力顕微鏡に よ る 液 中 の表面間相互作用カ の検討

飾分けに よ る 分級特性に 及 ぼす粒子形状の影響

ケ テ ン ア セ タ ー ルの熱反応

パ ル ス 通電加圧焼結法 に よ る Al , Ti/Al傾斜機能材料の作製

表面修飾に よ る ガス セ ン サ ー の開 発

新規共沈剤 リ ン 酸 イ ッ ト リ ウ ム を 用 い る 微量冗素の分離j農縮法の開 発 と そ の原子ス ベ ク ト ル分析へ
の応用

2,2’ ー ピ フ ェ ニ リ レ ン ー フ ェ ニ ルチ アザイ ン の合成 と 反応性

The genetic switch of Lactobacillus plantarum phage � gle 

Willgerodt・Kindler反応 を 用 い た ポ リ チ オ ア ミ ドの新規合成法 の 開 発

細胞機能 を 利用 し た色素生産 と そ の過程に 関 す る 研究

s. sー ジ フ ェ ニ ル － sー メ チ ル チ ア ザイ ン を 用 い た新規イ ミ ノ ス ル ホ ニ ウ ム イ リ ド の 合 成 と そ の 反
応性

酸化チ タ ン を 用 い る 気相光触媒分解プロ セ ス の反応工学的研究

ポ リ オ ク チ ルチ オ フ ェ ン フ ィ ル ム を 用 い る フ ェ ノ ー ルの可視光光触媒分解 ： Fe• • イ オ ン に よ る 促進
効果 と 分解機構

蛍光性両親媒性 P 構造ペプチ ドの合成 と 水中 及 び脂質膜中での挙動

Studies on the Syntheses and Photochemical Behaviors of Thianthrene Sulfilimine 
Derivatives 

超深度脱硫触媒の開 発

Mutational analysis o f  the cell lysis protein Lys 

Pd錯体触媒 を 用 いたC-N ク ロ ス カ ッ プ リ ン グ に よ る 複数のア ゾベ ン ゼ ン を 持つ ア モ ル フ ァ ス 分子
の 合成 と フ ォ ト ク ロ ミ ズ ム

Sー ス ルホ キ シ イ ミ ノ ー 及 びSー ス ルホ ン ジ イ ミ ノ ー チ アザイ ン 類の 合成 と そ の反応性

高分子電解質ゲル に よ る 金属 イ オ ン の吸着 ・ 脱着平衡

Photocatalytic Degradation of Orgar.ophosphorous Pesticides in Aqueous Ti02 
Suspensions 
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工学研究科 （博士前期課程 ）

専 攻 氏 名 5命 文 題 目

化 学 生 物 工 品 ｜ I Rh錯体触媒 を 用 い る ピ ス サ リ チ ル ア ルデ ヒ ド と ジ イ ン 類の重付加反応 に よ る 新規反応性ポ リ ケ ト十 ｜ 松 原 政 治 ｜( 1 人） ｜ ｜ ン類の合成 と 高分子反応

工学研究科 （博士後期課程 ）

専 攻 氏 名 ミロ岡ι 文 題 目

シ ス テ ム生産工学 古 瀬 正 浩 視覚神経団路網に お け る 情報処理 に 関 す る 研究( 1 人）
物 質 生 産 工 学 羅 永 春 フ ィ ー ル ドエ ミ ッ タ ア レ イ の電気特性及び有機薄膜発光素子への応用 に 関 す る 研究( 1 人 ）

（僧平成 11年 3 月 31 日 付

工学研究科 （博士後期課程 ）

専 攻 氏 名 エ画企冊 文 題 目

シ ス テ ム生産工学 高 松 衛 濃霧中 にお け る 光源色及 び物体色の視認特性に 関 す る研究
( 4 人）

孫 志 方 Study on Calculation for Harmonic Currents in AC/DC Converter Systems under 
Unbalanced Conditions 

張 慧 敏 Magnetohydrodynamic and Relativistic Hydrodynamic Simulations for Astrophysical 
Plasmas 

Nabil Abd p；��
制
pm

御
e
交
nt

流
a
チ
nd Ap

パ
p
を
lication of  Symmetrical PWM AC Chopper Voltage Converters 

El-Latif Ahmed ヨ ツ 用 い た コ ン バー タ の 開発 と 応用 ）

物 質 生 産 工 学 奥 村 善 雄 積層 ア ル ミ ニ ウ ム ／チ タ ン 箔の常温圧接 に よ る 複合化 と 機械的性質 に 関 す る 研究
( 7 人）

縄 問 孝 則 Nazarov環化を鍵段階 と す る ア ズ レ ノ ン 及 びア ズ レ ン 類 の合成研究

坂 本 俊 紀 電子 ピ ー ム 合金化法で銅お よ びニ ッ ケ ル を 添加 し て改質 し たAl-Mg合金の材料特性 と 耐食性に 関 す
る 研究

王 輝 民 Nitration of Pyrene Adsorbed on Silica Particles by Nitrogen Dioxide under Simulated 
Atmospheric Conditios 

金 煩 住 Synthesis of Several Oxidezed Sterols Bearing a Linker and Their Modification to 
Proteins as the Utilization to the Monoclnal Antibodies 

言午 軍 フ ッ 素系液品材料の分子構造 と 物性

震 徳 磯 (Ce, La)PdSn及 び関連物質の磁気的， 熱的な特性及 び輸送現象

理工学研究科 （博士後期課程 ）

専 攻 氏 名 論 文 題 目

エ ネ ル ギー 科学 ｜ 梶 村 好 宏 I Simulation of Magnetic Field Generation during the Collision of Count片Streaming
( 1 人 ） I I Plasmas （ 反対方向 に流れる プラ ズマ 同士の衝突に よ る 磁場生成の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン j

工学研究科 （博士後期課程 ） 博士論文審査合格者

氏 名 論 文 題 目 授与年月 日

酒 井 充
( 1 人 ） パ タ ー ン 認識の正解率 に 関 す る 基礎的研究 平成12年 3 月 16 日
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附属学校 は 今 ！ ？
児童生徒の姿を通し て ， 附属学校の教育活動の一端を紹 介 します。

ム附属幼稚園のモザイ ク 壁画 「 ゆ め い っ ぱいのそら ・ と びだせ 1 ど う ぶつ 」 と 作成 した園児達

ム 「総合の時間j 学習 発表会

（附属中学校体育館に て）

ム附属小学校生 徒 （ 2 年 2 組） と附属養護学校生 徒が

植木 鉢を 共同 制作 し 宅 花を 植 え て時津学長を は じ め

地域住民に 贈呈 （ 3 月 17 日 ）

編 集 富 山大学総務部企画室 干930-8555富 山 市 五福3190 TEL. (076 )445-60 29 FAX. (076 )445-6033 

印 刷 あ け ぼの企画附 〒930 -0031 富 山 市 住 吉 町 1 - 5 - 8 TEL. (076 )4 24-1755 FAX. (076 )4 23-8899 
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